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はじめに 

 

 近年の石油国際情勢の変動により、日本への原油の安定的供給が重要な課題

となっているところ、エネルギー安全保障の観点から中東産油国のみならず、

同様に豊富な炭化水素資源埋蔵量を持つロシア・中央アジア・コーカサス地域

諸国との連携強化が極めて重要な課題となっている。本事業は、石油精製・加

工あるいは石油関連の省エネルギー・環境技術等の提供・交流を行うことによ

り、有数のエネルギー資源国である同地域との関係を発展させ、日本企業の産

業活動に必要不可欠であるエネルギーの安定供給の確保を目指すものである。  

以上のような状況を踏まえ、今年度はロシアにおいて触媒技術をテーマとし

て、ロシア有数の石油の産地であるカザンおよびモスクワにて公開のセミナー

を開催した。また、アゼルバイジャンではDTPプロセス、触媒技術、製薬をテ

ーマとしてスムガイト化学インダストリアルパークと共同でバクーにてセミナ

ーを実施した。その他、両国で同分野の専門家と技術交流・意見交換、関連企

業の視察も実施した。本書は、その概要および資料をまとめたものである。  

本資料の作成は、産油国石油精製技術等対策事業費補助金（産油・産ガス国

開発支援等事業のうち中東等産油・産ガス国投資等促進事業（ロシア等投資促

進事業））における石油・環境技術情報提供･交流促進事業技術交流代表団派遣

事業の一環として実施し、経済産業省の助成を受けた。経済産業省およびセミ

ナーの会場をご提供いただいた在ロシア日本大使館、さらに協力をいただいた

関係各位に、厚く御礼を申し上げる次第である。  

 

  

 

2015年３月  

一般社団法人ロシアNIS貿易会  

会長  西 岡  喬  
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１．事業の目的  

 

本事業は、ロシア等旧ソ連産油・産ガス国の石油ガス産業およびそのサポート

インダストリーに貢献することにより当該国への日本のアクセスを拡大するこ

と、同時に、日本企業と当該国のビジネスの拡大をはかること目的としている。

特に技術交流代表団派遣事業は、日本の技術を当該国に紹介することにより、目

的を達成することをはかる。  

今年度の技術交流代表団派遣事業では、ロシア連邦モスクワ市およびカザン市

において触媒技術をテーマに「日露石油ガス技術交流セミナー」を開催した。ま

た、テーマに関心を持つロシアの企業、関係機関を訪問し、日ロの石油ガス分野

の技術専門家の交流をはかった。  

 

 

２．事業の内容  

 

公募により選定した日揮㈱および同社の推薦により日揮触媒化成㈱、三井化

学㈱、㈱コスモ総合研究所から各１名ずつの専門家を派遣し、モスクワで１回、

カザンで１回、日露石油ガス技術交流セミナーを実施した。また、地方政府、

研究所等との面談や関係企業との個別のミーティングを実施した。  

 

 

３．派遣員  

 

事務局：  

芳地隆之 ロシア NIS 経済研究所 次長  

中馬瑞貴 ロシア NIS 経済研究所 研究員  

講師：  

岩崎尚喜 日揮㈱ プロセス技術本部技術開発センター  副主任研究員  

渡部光徳 日揮触媒化成㈱ 触媒・新素材研究所 HTC 研究グループ  

マネージャー  
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川原信夫 三井化学㈱ライセンス事業部触媒グループ  

技術チームリーダー  

可児一郎 ㈱コスモ総合研究所技術調査部新規分野グループ  

副主任研究員  

通訳：  

チョールナヤ、マルガリータ  

 

 

４．派遣日程  

平成 26 年 11 月 23 日（日）～29 日（土）  

 日付  時間  日程  宿泊  

１  
11/23 

（日）  

08:45 

10:45 

16:00 

19:40 

20:10 

成田空港第二ターミナル R カウンター前  

成田発（ JL441）  

モスクワ・ドモジェドヴォ空港着  

モスクワ・ドモジェドヴォ空港発（ S7-063）  

カザン着  

カザン  

２  
11/24 

（月）  

10:00 

｜  

11:30 

 

13:30 

｜  

18:00 

◆タタルスタン共和国行政府表敬訪問  

・リナト・サリモフ大統領補佐官（石油化学担当）  

・ラディク・ギマトディノフ大統領補佐官（国際協力担当） 

 

 

◆日露石油ガス技術交流セミナー開催  

（於：タトネフチェヒムインベスト・ホールディング）  

〃  

３  
11/25 

（火）  

14:00 

 

15:10 

17:00 

18:45 

「石油と資本」ガリーナ・ペチリナ専門家と面談  

 

ホテル発  

カザン発（ S7-066) 

モスクワ・ドモジェドヴォ空港着  

〃  

４  
11/26 

（水）  

09:30 

｜  

14:00 

 

 

◆日露石油ガス技術交流セミナー開催（於：日本センター） 

 

*中馬、川原、森實離団（アゼルバイジャンへ移動）  

モスク

ワ  

５  
11/27 

（木）  
 企業との面談・ヒアリング（各自）  〃  

６  
11/28 

（金）  

 

 

17:40 

企業との面談・ヒアリング（各自）  

 

モスクワ・ドモジェドヴォ空港発（ JL442）  

〃  

７  
11/29 

（土）  
8:15 成田着  機中泊  
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５．プログラム 

 

（１）カザン 

日   時：  2014 年 11 月 24 日（月）13:30～18:00 

場   所：  タトネフチェヒムインベストホールディング社  

プログラム：  

時間  プログラム  

13:00～ 13:30 レジストレーション  

13:30～ 13:35 

◆開会挨拶  

芳地隆之 （一社）ロシア NIS 貿易会ロシア NIS 経済研究所 次長  

R.ヤルリン タトネフチェヒムインベスト・ホールディング社長  

13:35～ 14:10 

報告１：岩崎尚喜  

日揮㈱プロセス技術本部技術開発センター  副主任研究員  

「日本の石油精製・石油化学産業の現状」  

14:10～ 15:10 

報告２：渡部光徳 日揮触媒化成㈱触媒・新素材研究所  

HTC 研究グループマネージャー  

「重油アップグレーディング及び Euro 5 対応燃料油製造触媒に

関する提案」  

15:10～ 15:25 ◆休憩（コーヒーブレイク）  

15:25～ 16:05 

報告３：川原信夫 三井化学㈱機能化学品事業部ライセンス事業部  

触媒グループ技術チームリーダー  

「石油化学製品の付加価値化 (ポリマー重合 )プロセス及び触媒

に関する提案」  

16:05～ 16:45 

報告４：可児一郎  

㈱コスモ総合研究所技術調査部 副主任研究員  

「エタンの有効活用、エチレンの回収に関する提案」  

16:45～ 17:00 

総 括：岩崎尚喜  

日揮㈱プロセス技術本部技術開発センター  副主任研究員  

「ロシアの石油精製・石油化学産業への貢献に関する提案」  

17:00～ 17:10 
総 括：A.サディコヴァ  

日本タタルスタン日本文化情報センター 事務局長  

17:10～ 17:30 名刺交換  

17:45～ 18:00 ◆名刺交換会  
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参加者リスト：  

№ 会社名  名前／役職  

1.   ОАО タトネフチェヒムインベスト・ホー

ルディング   

YARULLIN Rafinat Samatovich  

社長、科学技術評議会議長  

2.   ОАО タトネフチェヒムインベスト・ホー

ルディング    

AKCHURIN Marat Mustafayevich 

副社長 

3.   ОАО タトネフチェヒムインベスト・ホー

ルディング    

MUSTAFIN Kharis Vagizovich 

副社長 

4.   ОАО タトネフチェヒムインベスト・ホー

ルディング    

YAKUSHEV, Ilgizar Alaltdinovich 

副社長 

5.   ОАО タトネフチェヒムインベスト・ホー

ルディング  

GIBADUKOV Mingazi Mingaleyevich 

主任技師 

6.   ОАО タトネフチェヒムインベスト・ホー

ルディング  

SALIKHOV Il’fat Zilbirovich 

マーケティング部長 

7.   タタルスタン共和国科学アカデミー  SALAKHOV Myakzyum Khalimulovich  

総裁、科学技術評議会共同議長  

8.   ロシア科学アカデミーカザン学術センタ

ーアルブゾフ記念有機・物理化学研究所  

ROMOMOV Gennady Vasil 'yevich  

研究室副室長  

9.   ロシア科学アカデミーカザン学術センタ

ーアルブゾフ記念有機・物理化学研究所  

SHAGEYEV Al 'bert  Faridovich  

主任エンジニア 

10.   ロシア科学アカデミーカザン学術センタ

ーアルブゾフ記念有機・物理化学研究所  

FOSS Lev Yevgen'yevich  

研究員  

11.   タタルスタン共和国産業・貿易省  IL'NA Marina Anatol'yevna 

部長 

12.   カザン工業大学  NEFED'YEV Yevgeny Sergeyevich  

物理学部  学部長  

13.   カザン工業大学  SABIRZYANOV Aidar Nazimovich  

産業イノベーション開発センター所長  

14.   カザン工業大学  TSENTOVSKY Mikhail Vladimirovich  

エンジニア  

15.   カザン連邦大学  SHAPOSHNIKOV, Dmitry Anatlol 'yevich  

顧問  

16.   カザン連邦大学  KEMALOV Alim Feizrakhmanovich  

重質石油・天然アスファルト学部  学部長  

17.   ОАО ネフチェプロムヒム研究所  LUK'YANOV Oleg Vladimirovich  

研究室長  

18.   プロジェクト会社「 Soyuzkhimpromproekt」 MAVRIN Vitaly Yur 'yevich  

技術担当技術副部長  

19.   ОАО「TANEKO」 

 

KOZIN Aleksey Mikhailovich  

発展部部長 

20.   ОАО カザンオルグシンテス   SAFIN Damir Khasanovich  

副主任技師（学術・開発担当）  
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21.   ОАО カザンオルグシンテス  ZARIPOV Renat  Taufikovich  

副社長（生産担当）  

22.   ОАО ニジネカムスクネフチェヒム   SHALGEYEV Aleksandr Yur 'yevich   

副局長  

23.   ОАО カルポフ記念化学工場  SHAVALEYEV Il 'dar Flusovich  

技術部長  

24.   ООО エンジニア・イノベーションセンタ

「インジェヒム」   

FARAKHOV Mansur Insafovich  

部長  

25.   タタルスタン共和国省エネセンター MARTYNOV Yevgeny Vasil'yevich  

部長 

26.   OАО「Tatneft」 SHAMSULLIN Airat  Insafovich  

炭化水素資源開発部副部長  

27.   INKOTEK 

 

BABYNIN Aleksandr Aleksandrovich  

部長  

28.   KNITU-KAI MIKHAILOV Sergey Anatol 'yevich  

副学長（学術・イノベーション活動担当）  

29.   通信局「Devon」  MALIKOV Anvar Adibovich  

主任編集長  

30.   タタルスタン日本文化情報センター「Sakura」 SADYKOVA Asiya Ysufovna  

所長  

 

（２）モスクワ 

日   時：2014 年 11 月 26 日（水）9：30～13；10 

場   所：日本センター  

プログラム：  

時間  プログラム  

9:00～ 9:30 レジストレーション  

9:30～ 9:40 

◆開会挨拶  

浜野道博 日本センター所長  

芳地隆之 （一社）ロシア NIS 貿易会ロシア NIS 経済研究所 次長  

9:40～ 10:20 

報告１：岩崎尚喜  

日揮㈱プロセス技術本部技術開発センター  副主任研究員  

「日本の石油精製・石油化学産業の現状」  

10:20～ 11:10 

報告２：渡部光徳 日揮触媒化成㈱触媒・新素材研究所  

HTC 研究グループマネージャー  

「重油アップグレーディング及び Euro 5 対応燃料油製造触媒に

関する提案」  

11:10～ 11:30 ◆休憩（コーヒーブレイク）  
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11:30～ 12:10 

報告３：川原信夫 三井化学㈱機能化学品事業部ライセンス事業部  

触媒グループ技術チームリーダー  

「石油化学製品の付加価値化 (ポリマー重合 )プロセス及び触媒

に関する提案」  

12:10～ 12:40 

報告４：可児一郎  

㈱コスモ総合研究所技術調査部 副主任研究員  

「エタンの有効活用、エチレンの回収に関する提案」  

12:40～ 12:50 

総 括：岩崎尚喜  

日揮㈱プロセス技術本部技術開発センター  副主任研究員  

「ロシアの石油精製・石油化学産業への貢献に関する提案」  

12:50～ 13:10 コメント・質疑応答  

 

参加者リスト：  

No. 名前  会社名  

1 LASCHEV Valery Mikhailovich  
Closed joint stock company "Independent 

oil and gas company"  

2 GAGARIN Andrei Petrovich  
Closed joint stock company "Independent 

oil and gas company"  

3 MIYAZAKI Tetsuji  Toyo Engineering Corporation  

4 SHCHERBANIN Yury Toyo Engineering Corporation  

5 FEOKTISOV Vladimir Valerievich  ZAO “NNK” / Head of strategic planning  

6 LOVETSKYI Sergei Evgenjevich  ZAO MTSRR 

7 KONOVALOV Victor Victorovich  

Samara State Technical University, Head of 

Chair Development and Exploitation of Oil 

and Gas Fields  

8 PRUSAKOV Viktor  
"Oil and Capital"  Magazine,  

Deputy Chief Editor  

 



7 
 

６．アンケート結果 

 

（１）カザン 

１）本日のセミナーはあなたにとって  

①  非常に有益だった   ７人  

②  有益だった    ５人  

③  普通だった    ０人  

④  それほど有益ではなかった  ０人  

⑤  全く有益ではなかった   ０人  

 

２）報告「日本の石油精製・石油化学の現状とロシアの同産業への貢献」は  

①  非常に有益だった   ４人  

②  有益だった    ６人  

③  普通だった    ２人  

④  それほど有益ではなかった  ０人  

⑤  全く有益ではなかった   ０人  

 

３）報告「重油アップグレーディング及び Euro 5 対応燃料油製造触媒に関する

提案」は  

①  非常に有益だった   ５人  

②  有益だった    ３人  

③  普通だった    ４人  

④  それほど有益ではなかった   

⑤  全く有益ではなかった  

 

４）報告「石油化学製品の付加価値化（ポリマー重合）プロセス及び触媒に関

する提案」は  

①  非常に有益だった   ４人  

②  有益だった    ５人  

③  普通だった    ２人  
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④  それほど有益ではなかった  ０人  

⑤  全く有益ではなかった   ０人  

 

５）報告「エタンの有効活用、エチレンの回収に関する提案」は  

①  非常に有益だった   ６人  

②  有益だった    ４人  

③  普通だった    １人  

④  それほど有益ではなかった  ０人  

⑤  全く有益ではなかった   ０人  

 

６）本日のセミナーに関してあなたの意見を自由に述べてください。  

 セミナーの報告では日本の石油化学分野の状況に関する情報が含まれてい

て、非常に興味深かった。また、通訳が素晴らしく、報告資料のデータの

理解に一役買ってくれた。質疑の時間が少なかったことが残念でならない。 

 プレゼン資料は十分わかりやすいものだった。  

 セミナーは興味深いものだった。新しい契約を結ぶという方針を持つ参加

者の増加が必要かと思う。情報の提供に感謝する。  

 

（２）モスクワ 

１）本日のセミナーはあなたにとって  

①  非常に有益だった   ２人  

②  有益だった    ２人  

③  普通だった    １人  

④  それほど有益ではなかった  ０人  

⑤  全く有益ではなかった   ０人  

 

２）講演「日本の石油精製・石油化学の現状とロシアの同産業への貢献」は  

①  非常に有益だった   １人  

②  有益だった    ２人  

③  普通だった    ２人  
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④  それほど有益ではなかった  ０人  

⑤  全く有益ではなかった   ０人  

 

３）講演「重油アップグレーディング及び Euro 5 対応燃料油製造触媒に関する

提案」は  

①  非常に有益だった   １人  

②  有益だった    ２人  

③  普通だった    ２人  

④  それほど有益ではなかった  ０人  

⑤  全く有益ではなかった   ０人  

 

４）講演「石油化学製品の付加価値化（ポリマー重合）プロセス及び触媒に関

する提案」は  

①  非常に有益だった   １人  

②  有益だった    １人  

③  普通だった    ０人  

④  それほど有益ではなかった  ０人  

⑤  全く有益ではなかった   ０人  

 

５）講演「エタンの有効活用、エチレンの回収に関する提案」は  

①  非常に有益だった   ０人  

②  有益だった    １人  

③  普通だった    ０人  

④  それほど有益ではなかった  ０人  

⑤  全く有益ではなかった   ０人  
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７．報告資料 

（１）日本の石油精製・石油化学産業の現状とロシアの同産業への貢献 
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（２）重油アップグレーディング及び Euro5 対応燃料油製造触媒に関する提案 
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（３）石油化学製品の付加価値化（ポリマー重合）プロセス及び触媒に関す

る提案 
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（４）エタンの有効活用、エチレンの回収に関する提案 
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８．面談記録 

 

（１）タタルスタン共和国政府 

日  時：2014 年 11 月 24 日（月）10:00～11:00 

場  所：タタルスタン共和国大統領公邸  

面  談  者：  

リナト・サリモフ大統領補佐官（石油化学担当）  

ラディク・ギマトディノフ大統領補佐官（国際協力担当）  

面談概要：  

ギマトディノフ補佐官  

・ ミンニハノフ・タタルスタン共和国大統領は日本との協力を重視している。

日本との関係では 2014 年３月に日露投資フォーラムという重要なイベント

が東京で開催されたが、ミンニハノフ大統領をトップとするタタルスタン共

和国の代表団がロシア側代表団の一部として参加した。  

・ 2014 年３月の訪日時、 JBIC、横河電機、三井物産、神栄、東洋エンジニア

リング、丸紅、野村総合研究所、三菱重工、三桜工業、パナソニック、双日

などの主要企業とのミーティング、横浜市訪問、首相補佐官との面談など有

益な会合を行った（発言ママ）。日本の貴重な経験を学び、タタルスタンに

導入するという意味で興味深かった。  

・ 東京では日本にいる交換留学生との面談や東京にあるモスクも訪問した。東

京にあるイスラム教のモスクはタタール人が建設したといわれている。タタ

ルスタン・ディアスポラの人たちと面談した際、日本の社会には十分適用で

きていると話していたが、それは日本社会の寛容さがあるからだと言える。

古い文化や伝統を重視する姿勢はタタール人と日本人との共通点であると

言えるだろう。  

・ 日本との関係で最も高く位置づけられた成功しているプロジェクトとして、

双日（コントラクター）、三菱重工＋中国の CNCEC（設計・建設）とのあい

だで 2010 年に調印されたアンモニア関連のプロジェクトがあり、来年には

施設が完成して稼動開始予定である。  

・ このような大型のプロジェクトが順調に進んでいるにもかかわらず、日本と
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タタルスタンの協力の潜在力は十分に発揮されていない。例えば 2013 年の

日本とタタルスタンとの貿易高はわずか３億 3,400 万ドル。  

・ 今後は、文化、科学、スポーツなど社会分野の協力の発展が必要だと考えて

いる。これについては長谷川・首相補佐官がタタルスタンを訪問した際にも

話題に上り、ワーキンググループの設立やカザン～東京の直行便の話などに

発展した。  

・ 日本とタタルスタンとの関係において ROTOBO の役割は非常に大きく、大

変感謝している。また、日本－タタルスタン友好協会である「 SAKURA」の

活躍も目覚しい。  

・ 最近では第三国との会合でも日本と関係が大きく影響している。先週、ミン

ニハノフ大統領率いるビジネス代表団がインドのムンバイ・デリーを訪問し

た際、TAIF のサプライヤー企業を訪問した。その会社は TAIF に水素分解装

置を納入しているのだが、実は日本の東洋エンジニアリングがコントラクタ

ーであり、日本企業の話題で盛り上がっていた。  

 

サビロフ補佐官  

・ 日本とタタルスタンとのあいだではすでに幅広い協力が行われているが、最

も積極的に進んでいるのが石油精製分野であろう。石油化学・石油精製分野

においてはタタルスタンと日本との協力がソ連時代から積極的に行われて

いる。カザンには石油化学や石油精製分野の有力企業が多くある。例えばカ

ザンオルグシンテスはロシア全域にポリエチレンを供給している工場。日本

のポリエチレン製造設備が納入されている。カザンだけでなく、ニジネカム

スクなどの周辺都市にも企業や工場があり、製油所に日本の炉や重要な設備

が納入されている。  

・ タタルスタンの石油化学・石油精製の専門家は日本のパートナー、特に、双

日、東洋エンジニアリング、横河電機、旭化成などと緊密な関係にあるが、

これらは ROTOBO の貢献のおかげであり、とても感謝している。  

・ 個人的な印象だが、日本企業とタタルスタンとの協力に関わる機会があり、

ニジネカムスクの TANEKO のサイトでの据付作業の際、寒い冬に日本企業

の人と肩を並べて仕事をしたことがあり、冬の寒さの中、体中を防寒しつつ
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も、指先の部分を切った軍手で作業していたことに非常に感動した。  

・ 石油化学・石油精製分野で活動する企業の専門家からよく言われているのは、

日本企業と付き合うことは非常に有利であるということ。建設に伴う設計段

階で ±10％程度で予算を立てているが、プラント完成後に結果を見ると－

10％くらいで済んでいる。つまり、日本は当初の予算より安いコストでプロ

ジェクトを完了したり、納入した機材が長持ちしたりという点があり、日本

企業との関係は非常に有益である。  

・ 個人的な提案になるが、教育システムの発展、人材育成のために、長年にわ

たって積み重ねられてきた石油化学分野の日本とタタルスタンとの協力、企

業や専門家の交流の成果を利用したらどうか。タタルスタンに設備を供給し

ている日本企業がタタルスタンの主要な大学で独自のラボを設置し、実際の

設備を使って各大学の学生が勉強できるような人材育成ネットワークが構

築されつつある。すでにニジネカムスクにも、カザン工科大学にもそのよう

なグループがある。今年の 10 月には自動化ラボが設置されて、学生がその

企業に就職していく。これは非常に面白くて貴重な経験である。  

・ さらにアップグレードされた交流として、より低学年からの技術交流もある。

カザンにある化学専門学校（大学入学前の段階）にラボが作られて、上級の

学生がさまざまな実験をしながら楽しく授業を受けている。  

・ ぜひ、石油化学分野の専門家や企業との交流をもっと積極的に行ってほしい。 

・ もう一つ例を挙げると、日本は重質石油（直訳は高粘度原油）の研究の中心

であり、もう２年目になるが、数人の石油関係の専門家が研修に行っている。

これは提案というより今後の方向性と言った方が正しいが、世界的に原油の

質が年々悪化しており、タタルスタンも同様。つまり、高粘度で採掘が難し

くなっている。カナダも同じような技術を持つといわれるが、日本とカナダ

は十分競争できる。この競争力のある技術は大変興味深く、将来性もある。 

・ 大規模なプロジェクトは順調に進んでおり、例えば、 TAIF-NK と東洋エン

ジニアリングの残油処理設備納入に関する EPS 契約、双日・MHI のアンモ

ニア工場など日本との協力は活発である。  

・ タタルスタンの有力企業の 1 つである TANEKO は生産強化プロジェクトを

進めており、現在の 700 万ｔ／年を２倍にする予定である。脱硫設備や FCC
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設備の導入を予定しているので、ぜひ入札に参加してほしい。 1,500 万ｔ／

年、長期的には 2020 年までに 2,300 万ｔ／年に増産し、加工度を 95％にす

ることが大統領令で決まっている。  

・ 東洋エンジニアリングと JBIC（プロジェクトファイナンス）によるエチレ

ンクラッカー納入計画（ 30～50 億ドル予定）があるが、 JBIC が合意書を締

結しているロシアの銀行を経由しないとファイナンスができないという状

況になっており、タタルスタンの「Ak Bars」銀行などを使ってほしい。  

・ 触媒については、原料のベースがあり、研究基盤もあるので、共同研究とい

う形で進めていくのがよいだろう。  

 

ROTOBO 

・ 日露投資フォーラムでの協力に深く感謝する。  

・ これまでの話は今回の訪問およびセミナーと深く関係があって大変興味深

い。日本側からも今日のセミナーでどのような協力・後見が可能であるかと

いうことについて提案する予定である。今回訪問している JGC や三井化学

など新しい日本企業と接点を持ちながら協力をさらに発展するというのが

今後の日本とタタルスタンとの発展には欠かせないだろう。  

 

サビロフ補佐官  

・ ニジネカムスク製油所やカザンオルグシンテスなど、実際の石化プラントの

視察をアレンジするので、ぜひ実際に目で見てほしい。我々の眼では見えな

いところに日本のすばらしい技術の導入が可能かもしれない。それは我々が

気づいていないだけで、日本の専門家によって改善してほしい。政治的な分

野のプロセスは重要だが、われわれはより実務的な方向に進んでいきたい。

実践的な成果が最終目標である。ぜひ、科学関係の企業を集めてタタルスタ

ンの潜在力を宣伝していただき、進出を促してほしい。  

・ 今回の訪問後、しっかりと痕跡が残るようにしていきたいと思う。日本企業

からの連絡を期待する。繰り返しになるが、ニジネカムスクやカザンオルグ

シンテス、そのほかの石油精製・石油化学企業を訪問していただきたい。我々

の方で全面的にアレンジする。  
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（２）石油と資本 

日 時：2014 年 11 月 25 日（火）14:00～15:00 

場 所：RAMADA KAZAN CITY CENER（ホテル）  

面談者：ガリーナ・ペチリナ 「石油と資本」タタルスタン代表  

・ 現行の対ロ制裁におけるタタルスタン共和国の石油産業会に大きな変化は

ない。たとえば、米国企業も従来のとおり、事業を進めている。  

・ ロシアの自動車市場が停滞しているため、タイヤを始めとする合成ゴムの生

産が落ち込んでおり、タタルスタン共和国では大きな損失である。  

 



 

 

 

 

 

  

 

 

Ⅱ.日本アゼルバイジャン 

石油ガス技術交流セミナー 
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１．事業の目的  

 

近年の石油国際情勢の変動により、日本への原油の安定的供給が重要な課題と

なっているところ、エネルギー安全保障の観点から中東産油国のみならず、同様

に豊富な炭化水素資源埋蔵量を持つロシア・中央アジア・コーカサス地域諸国（以

下、ロシア等産油国）との連携強化が極めて重要な課題となっている。本事業で

は、同地域との投資促進等を通じた関係強化の推進を目的とし、ロシア等産油国

に関わる石油精製・加工あるいは石油関連の省エネルギー・環境技術等の提供・

交流を行うことにより、有数のエネルギー資源国である同地域との関係を発展さ

せ、日本企業の産業活動に必要不可欠であるエネルギーの安定供給の確保を目指

す。  

 

 

２．事業の内容  

 

石油・環境技術情報提供・交流促進事業は、現地側のニーズの的確な把握の

もとに、これに適合したテーマのセミナー開催・代表団派遣を行い、日本の関

連技術の現地導入を目指した提案を行うものである。中央アジア･コーカサス地

域諸国では、１） 2014年が当該国において「工業年」に設定されていること、

２）2014年２月に第８回経済合同会議を開催し、直近の現地側のニーズが把握

できていること、３）旧ソ連時代より国内に２カ所の大規模製油所を擁し、同

地域としては石油化学分野の先進国であること、等に鑑み、本年度の対象国を

アゼルバイジャンに設定して一連の事業を行った。９月末に実施した日本への

代表団受入れによる技術交流セミナーの結果を受け、今回の技術交流代表団派

遣事業では、アゼルバイジャンの「スムガイト化学インダストリアルパーク」

において「日本アゼルバイジャン石油ガス技術交流セミナー」を開催した。ま

た、訪問期間中にバクーでの開催された｢アゼルバイジャン工業年コンファレン

ス｣に参加、さらにはセミナーのテーマに関心を持つ企業、関係機関を訪問し、

技術専門家の交流をはかった。  
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３．派遣員  

 

◆事務局：（一社）ロシアNIS貿易会  

輪島実樹 ロシアNIS経済研究所 次長  

中馬瑞貴 ロシアNIS経済研究所 研究員  

◆講師：  

竹俣昌利 日揮㈱第３事業本部チーフエンジニア（GMP技術）  

本田一規 日揮㈱プロセス技術本部 技術開発センター 工学博士  

グループリーダー  

川原信夫 三井化学㈱ライセンス事業部触媒グループ  

技術チームリーダー  

森實邦彦 三井化学㈱ライセンス事業部ライセンスグループ 部長補佐  

◆通訳：  

チョールナヤ、マルガリータ  

 

 

４．派遣日程  

 

平成26年11月26日（水）～12月１日（日）  

 日付  時間  日程  宿泊  

1 
11/26 

（水）  

10:45 

15:00 

 

 

23:35 

成田発（ S7 4122）  

モスクワ（DME）着  

 

※中馬、川原、森實、チョールナヤ、他事業より合流。  

モスクワ（DME）発（ S7 4451）  

バクー  

2 
11/27 

（木）  

03:25 

 

09:00 

｜  

13:00 

バクー着  

 

◆「アゼルバイジャン工業年コンファレンス｣出席  

 

〃  

3 
11/28 

（金）  

10:30 

｜  

12:30 

 

15:30 

 

◆ ｢日本アゼルバイジャン石油ガス技術交流セミナー｣開催  

 

 

◆AzMeCoとのミーティング  

〃  

4 
11/29 

（土）  
終日  

バクー→スムガイト移動（専用車）  

 

◆スムガイト化学インダストリアルパーク（ SCIP）視察  

 

スムガイト→バクー移動（専用車）  

〃  
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5 
11/30 

（日）  

10:40 

12:50 

 

17:00 

バクー発（ S7 4452）  

モスクワ（DME）着  

 ※チョールナヤ離団。  

モスクワ（DME）発（ S7 4121）  

機中泊  

6 
12/1  

（金）  
08:35 成田着   

 

 

５．プログラム 

 

（１）「アゼルバイジャン工業年コンファレンス：工業政策の主な方向性、

21世紀における現代的アプローチと経験｣ 

日時：2014年11月 26～27日 ※本ミッションは27日午前のみ参加  

会場：フォーシーズンズ･ホテルバクー  

主催：アゼルバイジャン経済産業省、UNIDO、ドイツ国際協力公社（GIZ）  

言語：英語  

 
時間  プログラム  

26 

日  

9:00～ 10:00 レジストレーション  

10:30～ 11:15 
コンフェレンス及び全体会合開会セッション  

【於： SEGAH room】  

11:15～ 12:45 
パネルセッション１：現代的工業政策と包括的工業発展  

（議長：経済産業省）【於： SEGAH room】  

13:00～ 14:30 昼食  

14:30～ 16:30 

パネルセッション２：工業クラスター、工業団地及び工業発展におけ

るその他の地域ユニットの役割～違いと利点（議長： GIZ）  

【於： SEGAH room】  

17:30 バクービジネスセンターへ移動  

18:00 

工業分野表彰式  

アゼルバイジャン経済発展省主催レセプション  

【於：バクービジネスセンター】  

27

日  

9:00～ 10:30 
現地及び外国のビジネス代表者たちの間のビジネス ･ミーティング

【於： SHUR room】  

10:00～ 10:45 コーヒーブレイク  
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10:45～ 12:45 

パネルセッション３：アゼルバイジャンの投資機会と包括的･持続的工

業発展促進へ向けたパートナーシップの推進力  

 （議長：UNIDO）【於： SEGAH room】  

12:45～ 13:00 閉会セッション【於： SEGAH room】  

13:00～ 14:00 昼食  

14:30～ 18:00 工業企業訪問：スムガイト工業団地、 SCIP 

 

（２）「日本アゼルバイジャン石油ガス技術交流セミナー｣ 

日時：2014年11月 28日 10:30～12:30  

会場：スムガイト化学インダストリアルパーク（ SCIP）バクーオフィス  

主催：ROTOBO、SCIP 

言語：日露逐語通訳  

時間  プログラム  

10:15～ 10:40 

オープニング  

 開会挨拶：ザウル・ママドフ SCIP副社長  

開会挨拶･事業説明：輪島実樹 ROTOBOロシアNIS経済研究所次長  

趣旨説明：ザウル・ママドフ SCIP社長  

10:45～ 11:15 

報告１：本田一規  

日揮㈱ プロセス技術本部技術開発センター グループリーダー  

「DTPプロセスについて～ Now Ready to License」  

11:25～ 11:45 

報告２：川原信夫 三井化学㈱ 機能化学品事業部ライセンス事業部  

触媒グループ 技術チームリーダー  

「石油化学製品の付加価値化 (ポリマー重合 )プロセス及び触媒

に関する提案～触媒からのアプローチ」  

12:00～ 12:20 

報告３：森實邦彦 三井化学㈱ ライセンス事業部ライセンスグループ  

部長補佐  

「石油化学製品の付加価値化 (ポリマー重合 )プロセス及び触媒

に関する提案～プロセスからのアプローチ」  

12:20～ 12:55 

報告４：竹俣昌利 日揮㈱ 第 3事業本部チーフエンジニア（ GMP技術）  

「製薬業で加速するグローバリゼーションと日揮が提供する

EPCVについて」  

12:55 コメント  
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参加者リスト：  

Z.ママドフ   SCIP副社長   

A.アラフベルディエフ  SCIP上級専門家  

S.ママドフ   SCIPビジネス関係局 副局長  

Q. サファロフ  SOCARポリマーLLC マネージャー  

R.ハラフリ   SOCARカルバミドLLC 主任技師  

F.ユシフォフ   SOCARアゼルヒミヤプロジェクト開発局 副局長  

E.アリエフ   アゼルテクノラインLLC 主任エンジニア  

A.サファロフ  アゼルバイジャン投資会社 主任専門家  

A.サメドフ   AzMeCo LLC 主任エンジニア  

A.ムフタロフ  AzMeCo LLC 化学エンジニア  

K.バギロフ   三井物産バクー支店 副支店長  

R.バキロヴァ  科学アカデミー 主任研究員  

U.ケリモヴァ  科学アカデミー 専門家  

F.クルバノフ   経済産業省産業局 副局長  

Y.ハサノフ   経済産業省産業局 主任専門家  

 

 

日本アゼルバイジャン石油ガス技術交流セミナー（11月28日） 
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６．アンケート結果 

 

１）本日のセミナーはあなたにとって  

①  非常に有益だった   ６人  

②  有益だった    ５人  

③  普通だった    ０人  

④  それほど有益ではなかった  ０人  

⑤  全く有益ではなかった   ０人  

 

２）報告「DTPプロセスについて～Now Ready to License」は  

①  非常に有益だった   ５人  

②  有益だった    ５人  

③  普通だった    １人  

④  それほど有益ではなかった  ０人  

⑤  全く有益ではなかった   ０人  

 

３）報告「石油化学製品の付加価値化 (ポリマー重合 )プロセス及び触媒に関

する提案～触媒からのアプローチ」は  

①  非常に有益だった   ５人  

②  有益だった    ４人  

③  普通だった    ２人  

④  それほど有益ではなかった   

⑤  全く有益ではなかった  

 

４）報告「石油化学製品の付加価値化 (ポリマー重合 )プロセス及び触媒に関

する提案～プロセスからのアプローチ」は  

①  非常に有益だった   ３人  

②  有益だった    ８人  

③  普通だった    ０人  

④  それほど有益ではなかった  ０人  
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⑤  全く有益ではなかった   ０人  

 

５）報告「製薬業で加速するグローバリゼーションと日揮が提供するEPCV

について」は  

①  非常に有益だった   ７人  

②  有益だった    ３人  

③  普通だった    ０人  

④  それほど有益ではなかった  ０人  

⑤  全く有益ではなかった   ０人  

 

６）本日のセミナーに関してあなたの意見を自由に述べてください。  

 日本からの代表団とお会いできてうれしかった。プレゼンも知見を広げて

くれるものだった。ありがとうございます。  

 日本からのものを目にすると、改善、６シグマ、トヨタを思い起こす。こ

の石油技術も日本のこうした技術や経験、知識に富んだものであると思う。 

 非常に興味深いセミナーだった。ありがとうございました。  

 興味深いセミナーだった。  

 水素化触媒についての情報がほしい。  
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７．報告資料 

（１）DTPプロセスについて～Now Ready to License 
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８．面談記録 

（１）日本アゼルバイジャン石油ガス技術交流セミナー 

日 時：2014年11月28日（金）10:00～11:00 

場 所：スムガイト化学インダストリアルパーク（ SCIP）バクー事務所  

概 要：  

ママドフ副社長挨拶 

・ 今日のミーティングはインタラクティヴ形式で行う。  

・ 言語は日本語とロシア語。問題があれば、ロシア語からアゼル語への通訳を

アレンジすることが可能である。  

・ 今回のイベントの実施については日本アゼルバイジャン経済合同会議での

合意の結果として実現した。ROTOBOのイニシアチヴで実現しすでに本事

業の前半として日本で研修が実施され、SCIPの代表が参加した。アゼルバ

イジャンで開催するセミナーについてはSCIPのバクー事務所で実施するこ

とで合意された。これを受けて、SCIPでは本セミナーのテーマに関心を持

つ企業の代表者を招待し、本日の会合となった。  

・ 本日のセミナーの開催のためのROTOBOおよび講師の方々の努力に感謝し

ている。講師の方の専門分野はアゼルバイジャンの今後の発展に重要な分野

であり、そういう方にお越しいただけたことはとても喜ばしいことである。 

・ 今日の会合はとても適切な時期、場所で開催されることになったと考えてい

る。というのも、アゼルバイジャンは今年、「工業年」とされていて、この

分野のさまざまな事業がすでに行われており、また今後も行われてくという

分岐点にある。  

・ アリエフ大統領主導の下、アゼルバイジャンは国家経済の多様化という目標

を掲げており、われわれは今、国内経済の発展および工業化の新しい段階に

ある。この方針においては石油ガス分野も当然、対象分野となっている。  

・ 本日のセミナーのアゼルバイジャン側参加企業はこの方針に関するさまざ

まな事業に取り組んでいる。例えば、アゼルヒミヤは最近、いくつもの工場

を近代化したばかり。SOCARはアリエフ記念製油所の大幅な改修・近代化

を予定しており、最先端技術の導入を計画している。高純度メタノールの生

産を行っている AzMeCoは 72万ｔ／年の工場を近代化する予定である。
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SOCARカルバミドは 2016年に 65万ｔ／年の生産能力を持つ工場の完成を

予定している。SOCARポリマーは、2017年に高密度ポリエチレンとポリプ

ロピレンの新しい技術を導入する予定。また、ご存知の通り、OGPC（Oil Gas 

Petrochemical Complex）プロジェクトが進んでおり、200万ｔ／年の生産

能力を持つポリマー生産の計画がある。他にも、アゼルバイジャンではメラ

ミン、塩化ビニル、ポリプロピレングリコールなどさまざまな石油化学製品

の国産化が検討されている。  

・ こうした分野について、日本には最先端技術があるということを我々は理解

しており、本日のプレゼンテーションは我々にとって大きな関心がある。  

 

ママドフ副社長の総括 

・ 製薬はアゼルバイジャンにとって、たいへん興味深い分野である。残念なこ

とに、国内で消費されている医薬品は３～５％しか国産されていない。  

・ プレゼンテーションで指摘されたように、アゼルバイジャンは地理的な優位

性を持つ。これを利用して、CISの医薬品市場のハブの役割を果たすことが

できるというのはまさにその通りである。アゼルバイジャン周辺には４億人

の市場がある。これは、大きなポテンシャルのある市場である。  

・ 過去５年間、アゼルバイジャンだけで医薬品市場の需要は２億マナト（＝ユ

ーロ）増加した。 2013年の市場規模は８億ユーロであった。これはアゼル

バイジャン国民がより多くの薬を消費するようになったということを意味

するのではなく、国家経済の成長に合わせて国民の生活水準が上がり、質の

いい医薬品を消費するようになったということである。  

・ アゼルバイジャンには近代的な製薬産業を発展させるために必要な条件が

整っている。例えば、政府がこの分野に強い関心を持っており、国内の製薬

産業発展のためのプログラムも策定された。また、アゼルバイジャンでは経

済発展が成功裏に進んでおり、国営企業も民間企業も製薬産業分野に参入し

ようとしている。そして、SCIPを含め、製薬関連の事業の実施に当たり、

優遇措置が提供される場所がある。こうした場所では最先端技術で整備され

たインフラの提供、７年間の免税、土地の無償提供、教育やR&Dに対する

優遇措置などが確保される。  
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・ アゼルバイジャンの国内で製薬プラントの導入に関心をもつ企業がすでに

あり、世界有数の企業が事業を検討している。日本企業も日本の技術の導入

する希望があれば、ぜひ協力して検討したい。ぜひ、アゼルバイジャンに大

規模な医薬品ハブを作ることに従事してほしい。  

・ 我々は日本のビジネススタイル、伝統を十分に理解している。約束したこと

を必ず守るという日本のやり方は、大地震があってもアゼルバイジャンへの

エネルギー事業への融資をストップしなかったという事実が証明している。

一方で、日本は動き出すのに時間がかかる、慎重に物事を考えるという特徴

もある。しかし、製薬分野についてはぜひ急いで検討してほしい。  

・ 次回の日本アゼルバイジャン経済合同会議がバクーで開催される予定であ

るが、この際に製薬をテーマとして取り上げたいと思う。  

 

（２）AzMeCo 

日 時：2014年11月28日（金）15:30～16:30 

場 所：AzMeCo 

面談者：A.サマドフ  副社長（建設担当）   

    A.ムフタロフ   化学エンジニア  

概 要：  

・ 2007年に設立された、 100％民間の企業である。  

・ BPが年間約 8,000万ｔのメタノールを購入しており、他にも SOCARの製

油所や国防省の軍需工場などの発注を受けている。  

・ 22haの敷地の中で約 150人が働いている。外国人が約 10人勤務している。 

・ メタノール生産についてはイギリスの技術を導入し、制御システムには

アメリカのソフトウェアを導入している。日本製の技術も導入している。 

 

（３）スムガイト化学インダストリアルパーク（SCIP） 

日 時：2014年11月29日（土）9:50～  

場 所：スムガイト化学インダストリアルパーク  

面談者：Z.ママドフ 副社長  

    A.アラフベルディエフ 上級専門家  
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概 要：  

・ 2015年末～2016年にかけてインフラなどの建設が完了する予定。  

・ 2011年に大統領令によって設置が決定し、その目的は国家経済の多角化

を達成するため。  

・ アゼルバイジャン第２の都市であるスムガイトはソ連時代から伝統的に

化学製品の生産が行われている地域である。  

・ 第１フェーズで 167haだった土地に 128haが追加され、現在の総面積は

295ha。産業エリアと社会エリアに分かれており、後者では管理棟、教育

異説、宿泊施設、ラボなどが建設される予定。  

・ SCIP内のすべてのインフラは国の補助金で整備される予定である。上下

水道、電力網、ガス供給、通信システムなど。  

・ このパークは特に農業、製薬、石油化学分野の企業を想定している。製

薬分野の工場は汚染源から離れたところに立地する必要があるという話

が出ていたが、従業員などが生活する社会エリアの近くに設置するとい

うことで解決が可能であろう。  

・ 土地は 33年間のリースとなっているが、 99年間に延長することを検討し

ている。なお、アゼルバイジャンでは法律によって外国に土地を売るこ

とはできない。しかし、貸すことは可能である。  

・ 現在、SOCARがポロプロピレン（ 18万ｔ／年）とポリエチレン（ 12万ｔ

／年）を生産している。  

・ また、SCIPから2.5kmほど離れたところに、65万ｔ／年の生産能力を持つ

農薬工場が稼動しているが、これを居住企業扱いとし、敷地内で原料と

なるカルバミドの生産を検討している。カルバミドについては現在、国

産されておらず、トルコ、イラン、ロシア、欧州から輸入している。ア

ゼルバイジャンでは農業が優先分野の１つとなっており、今後、ますま

す農薬の需要が増えると考えられるので、ぜひ国産したい。また、ロシ

アのクラスノダル、ウズベキスタン、グルジア、トルコ、イラン、カザ

フスタンなど周辺にポテンシャルの大きな国がたくさんある。  

・ SCIPのメリットの１つとして、地理的な優位性をあげることができる。

アゼルバイジャンそのものが欧州とアジアの交差点であり、古くはシル
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クロードともつながりがあった。今はバクー～トビリシ～カルス（トル

コ）の鉄道プロジェクトが進められており陸上輸送がますます多様化し

ている。また、カスピ海の港からロシア、カザフスタン、トルクメニス

タンに輸送が可能であり、グルジアやイランを経由して世界市場へも進

出が可能。TANAPやサウス・ガス・ストリームによって資源の輸送も多

様化している。  

・ アゼルバイジャン１国で考えると、市場は 950万人と決して大きくない。

しかし、周辺国を含めると立派なハブとなりえるだろう。  

・ SCIPの周辺にはアンカーと成りうる企業が多数あり、クラスターを形成

することも可能である。  

・ スムガイトには、マメダリエフ石油化学研究所、コーカサス研究所、

SOCAR R&Dセンターなど、研究所がたくさんあり、人材も豊富である。

SCIPは産業だけでなく、研究分野の発展にも尽力する予定である。欧州

のテクノパークの経験を見ると、研究にも力を入れて取り組んでいると

ころが多数あることを参考にした。  

・ フランスのアルストムと研究分野でMOUを調印したが、日本の経験に基

づくR&Dセンターの設置を提案したいと考えている。  

・ SCIPでは入居企業のために快適な環境を設置していく予定である。例え

ば、建設手続きから査証の手続きまで、すべてに対応する One Stop 

Windowを導入し、しかも必要な書類を事務所に提出に行くのではなく、

メールだけでできるような電子窓口を設置する。現在、７年間の免税を

定めているが、範囲の拡大や期間の延長を検討している。  
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